
頼成光寿会

(第 31号 )

祉
に
貢
献
し
た
優
良
団
体
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
美
化
奉
仕
活
動

へ
の
参
加
、

月
刊

「光
寿
」
を
通
じ
て
の
広
報
活

動
や
生
き
生
き
サ
ロ
ン

「ら
ん
じ
ょ
浮
世
亭
」
の
運

営
、
週
二
回
の
ペ
タ
ン
ク
練
習
会
な
ど
の
継
続
的
で
地

道
な
取
り
組
み
と
、
長
年
に
わ
た
り
高
い
加
入
率
を
維

持
し
て
、
地
域
の
高
齢
者
の
福
祉
に
寄
与
し
て
き
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
誠

に
ご
同
慶
の
至
り
で
す
。

ま
た
、
福
祉
事
業
に
多
額
の
寄

付
を
さ
れ
た
当
会
会
員
林
繁
さ
ん

が
社
会
福
祉
事
業
等
協
助
者
と
し

て
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
九
年
生
ま
れ

九
人
が
新
入
金

公
民
館
主
催
の
般
若
地
区
敬
老

会
が
、
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
、

庄
東
小
学
校
の
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

新
入
会
員
三
十
名
が
紹
介
さ
れ

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
米
寿
の
祝
い
も
あ
り
、
三

門
明
作
蔵
さ
ん

Ｔ
じ

、
八
田
き
み

子
さ
ん

Ｆ
裳

、
林
孝

一
さ
ん

公
文

名
）
ら
十
名
の
方
々
に
砺
波
市
よ
り
　
‐

の
祝
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
幼
稚
園

‐

児

・
小
学
校

・
中
学
校
児
童
生
徒
の

・

踊
り
や
吹
奏
楽
な
ど
が
披
露
さ
れ
た

ほ
か
、
庄
川
町
ア
ユ
ー
ズ
の
フ
ラ
メ
ン
コ
、
中
山
孝
志

・
安
藤
有
希
子
の
津
軽
三
味
線
演
奏
な
ど
も
あ
り
、
約

百
五
十
人
ほ
ど
の
参
加
者
が
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。
公
民
館
、
婦
人
会
の
役
員
の
方
々
は
じ
め
、
お

世
話
く
だ
さ

っ
た
皆
さ
ん
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
昭
和
九
年
生
ま
れ
の
人

が
新
た
に
招
か
れ
ま
し
た
が
、
当

会
か
ら
は
林
礼
子
さ
ん
坂
基
、

開
田
資
治
さ
ん
茜
川
昼
、
開
田
玉

子
さ
ん
茜
川
昼
、
武
部
則
行
さ
ん

飛
り
、
八
日
静
香
さ
ん
屁
盟
、

高
畠
信
子
さ
ん
書
導
、
林
博
さ

ん
公
文
色

、
島
照
子
公
文
色
、
林

時
子
さ
ん
公
文
色

の
九
人
が
新
入

会
員
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
。

第
五
回
目
の
光
寿
会
親
睦
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
、
好
天

に
恵
ま
れ
た
九
月
二
十
四
日
、
い
か
る
ぎ
館
で
開
催
さ

れ
善
友
ク
ラ
ブ

（林
孝
進
・
八
田
政
夫
・
林
一暑
血
（士ｅ

が
昨

年
、　
一
昨
年
に
続
い
て
三
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜
い
た
善
友
ク
ラ
ブ
、
公
文
名

宏
ｖ
　
牲岬
　
の
　

つヽ
　
プく

や
通
り
に
さ
せ
じ
む
路
地
に
全
ネ
犀

よ
晨
東
そ
と
い
々
条
「綺
の
花
」
よ
り

ら
楽
し
い

一
時
を
過

」
し
六
時
過
ぎ
散
会

ま
し
た
。

林
文
子
さ
ん
優
勝

第
八
回
砺
波
市
長

争
奪
グ
ラ
ウ
ン
ド

ル
フ
大
会
が
九
月

二
十
三
日
夜
、
夜
間

‐

　
照
明
の
映
え
る
般
若

中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
当
会
会
員
林
文
子
さ
ん
霊

中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
当
会
会
員
林
文
子
さ
ん
書

導
が
見
事
優
勝
し
市
長
杯
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二

十
年
度
の

市
社
会
福

祉
大
会
が

八
月
二
十

日
文
化
会

館
大
ホ
ー

ル
で
開
か

れ
、
頼
成

光
寿
会
が

高
齢
者
福

表

等
ま

頼
茂
碁
査
一
晨

責
会
Ｌ多
年

，
●
高
螢
た
ｏ■
‘

ゼヽ
腱
ま

，
ｏ
お
”

，嶺
養
ド
農

鶴
〓
〓
横
第
絡
絆
一た
ス
カ

第
■
費
腎
ｉ
ｒ

，
大
で
あ
●
●
イ

■■
モ́
ゝ
李
年
蔵
あ
ヽ
７
一会
福
社

大
会
に
あ
た
０
長
霧
ド
●
１
１

全
ム
議常
藤
刹
哺

光寿会ベタンク大会 選手一覧
/  

第 5回

‐ Ｂ
だ
鉗
剛
“
断

勝
リ
ー
グ
戦
が

行
わ
れ
、
優
勝

決
定
戦
で
善
友

ク
ラ
ブ
が
公
文

名
Ｂ
を
破
り
見

事
二
連
覇
を
果

た
し
ま
し
た
。

二
位
は
公
文

名
Ｂ

（林
甚
松

・
林
祥
子
・
林
義

夫
）
、
三
位
は

北
明
Ａ
チ
ー
ム

（林
孝
雄
・
八
田

茂
興
。
林
孝
行
）

で
し
た
。

終
了
後
、
館

内
で
表
彰
式
を

行

っ
た
あ
と
懇

親
会
を
開
き
、

1曇層
A
B

クラブ

クラブ
A
B

林  貞子

市本    禾J禾ロ

八田 茂興

堀尾外志子

北條 蘇春

林  勇夫

武部由美子

林  孝進

林  成憲

林   博

林  甚松

林  礼子

開田 道雄

林  孝雄

三門明明子

林  久子

林  儀作

林  久子

八日 政夫

林 扶三子

島  道成

林  祥子

坂東 泰子

開田 紀子

林  孝行

八田 静香

武部 幹夫

齋藤富美子

高畠 夏子

林 喜興志

林  文子

島  照子

林  義夫

導左

公文名

公立名

一響 丁
斌
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躍溜硼
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林
峰
Ⅵ
伽
蕎
政
滋
麟
警

屈

「平成の鐘」が建てられてからこの 10月 で丸 20年が経ちました。建設の経緯や記念式典当日の様
子などを、後日の為、故宮下修さんの直筆文書を借 りて書き残しておきたいと思います。

道綽上人の教えにつ

次 回 は 10月 22日 (第 4水曜 日 )

(定例の第 3水曜 日 15日 が光寿会の一泊旅行 日と

重なるので一週間遅らせて開亭いたします。

10時碩より 『ボケ防止に役立つ ??』

簡単な脳活性化ゲーム) 1時半 正信偶書写

な　論』］卿

て、語
呼
始

師議材愴Ｑ刑

審
嗽
メ由した。な議時場

き
亀

あヽ
か

も外薦織脚ば濯緻どヽい

卵
陶
縫
％
緋
ど
に
　
孤

”剛卿
い灘
・ム漱緻
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い
Ｆ

Ｆフ
せ
渡

一
法
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か
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会
員
の
慶
弔

慶
事林

　
繁
　
様

砺
波
市
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

多
額
の
寄
付
を
通
じ
て
社
会
福
祉
事
業

充
実
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

弔
事

林
　
義
明
様

（公
文
名
）

九
月
十
九
日
死
去

享
年
数
え
年
八
七
歳

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

10月行事予定

1日  定例役員会

5日  地区民運動会

9日  市老連作品展

10日  市老人クラブ大会

14日  15日
秋の一泊研修旅行

31日 ら、れあいスポーツ祭

秋

の

一

泊

旅

行

・
日
時
　
十
月
十
四
日

（火
）
～
十
五
日
）

ホ
テ
ル
郡
上
八
幡

・
コ
ー
ス
　
一
日
目
　
大
衆
演
劇
観
覧

二
日
目
　
　
一局
山
板
蔵
ラ
ー
メ
ン
見
学

赤
か
ぶ
の
里
（昼
食
）

ス
カ
イ
ド
ー
ム
神
岡

源
の
鱒
寿
し
見
学
試
食

・
日
程
　
下
頼
成
バ
ス
停
十
一
時
出
発

ス
カ
イ
ド
ー
ム

　

赤

か

ぶ

の
里

。
中
頼

成

。
太
子
堂
前

・
農
協
前

停
車

十
五
日
午
後
五
時

帰
着
解
散

・
“牽
型
費
　
男
　
一
万
六
千
円

女
　
一
万
五
千
円

板
蔵
ラ
ー
メ
ン

手ぽ 裸

再十入
°
しス

゛
栄

び月る国ま夕参え
総号直会し 1議の
理の前でた 卜院す
のコのの

°
し選る

政ラ政所 た挙ル

放
棄
を
書
く
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
。

「年
金
、
公
務
員
制
度
改
革
、
教
育
再
生
、
テ
ロ
特
措
法

一
な
ど
国
の
内
外
に
わ
た
っ
て
課
題
山
積
」
　

ア」
れ
も
昨
年
書

一
い
た
こ
と
で
す
が
、　
一
年
後
の
今
、
全
く
同
じ
記
事
が
そ
の

一
ま
ま
使
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
こ
の

一
年
何

一
つ
進

一
展
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か

一
経
の

一
希
望
が
見
え
て
き
た
と
思
わ
れ
た
拉
致
問
題
の
解
決
は
、
首

一
相
の
無
責
任
な
政
権
投
げ
出
し
で
む
し
ろ
後
退
し
て
し
ま
っ

一
た
よ
う
に
さ
え
見
え
ま
す
。

一
「代
わ
っ
て
七
十

一
歳
の
ご
高
齢
、
こ
れ
も
憲
政
史
上
初
め

一
て
親
子
二
代
の
宰
相
が
誕
生
し
ま
す
。
あ
の
田
中
真
紀
子
女

一
史
に
言
わ
せ
れ
ば

「東
大
も
出
て
い
な
い
ム
ッ
ツ
リ
男
」
福

一
田
康
夫
さ
ん
。
幸
福
の

「福
」
に
、
健
康
の

「康
」
。
せ
め

一
て
縁
起
の
良
い
名
前
を
お
持
ち
の
こ
の
方
に
望
み
を
託
し
ま

一
し
ょ
う
か
。」

一
　

一
年
前
の
こ
ん
な
望
み
も
は
か
な
く
消
え
去
り
ま
し
た
。

一
こ
の
広
報
が
出
る
こ
ろ
は
新
総
裁

・
総
理
が
決
ま
っ
て
い
る

一
で
し
ょ
う
が
、
国
民
の
審
判
無
し
の
政
権
な
ど
い
く
ら
代
わ

一
っ
て
も
同
じ
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。


